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「観る森」阿寒が伝える精神

称舶

地
域
振
興
「
ま
ず
是
か
ら
」

上

攣
ほ
賃
8
5
。

地
域
の
産
業
振
興
は
ど
の
時

代
で
も
重
要
テ
ー
マ
だ
。
た
だ

そ
の
先
駆
者
と
し
て
明
治
時
代

に
前
田
正
名
と
い
う
男
が
い
た

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
前
田
の
人
と
思
想
を
交
え

て
地
方
創
生
を
考
え
る
。

創
立
1
2
0
周
年
の
繊
維
メ

ー
カ
ー
、
グ
ン
ゼ
は
毎
年
、
創

業
の
地
・
京
都
府
綾
部
市
で
新

入
社
員
研
修
を
開
く
。
J
R
綾

部
駅
近
く
の
「
あ
や
ベ
グ
ン
ゼ

ス
ク
エ
ア
」
に
は
、
市
民
や
観

光
客
も
訪
れ
る
。

創
業
者
・
改
多
野
鵜
苫
を
し

の
ぶ
蔵
の
2
階
の
一
角
に
、
ひ

と
り
の
人
物
が
写
真
付
き
で
登

場
す
る
。

養
蚕
が
盛
ん
な
こ
の
地
（
旧

郡
）
で
1
8
9
5
年
、

「
今
日
の
急
務
は
国
定
・
県
是

・
郡
是
を
定
む
る
に
あ
り
」
と

演
説
し
た
前
田
正
名
で
あ
る
。

養
蚕
業
発
展
と
地
域
振
興
を
促

し
、
翌
9
6
年
、
耶
酔
射
線
（
現

在
の
グ
ン
ゼ
）
が
発
足
し
た
こ

と
を
、
研
修
で
新
人
ら
は
胸
に

刻
む
こ
と
に
な
る
。

薩
摩
藩
生
ま
れ
。
親
交
が
あ

っ
た
坂
本
龍
膚
に
紹
介
さ
れ
た

フ
ラ
ン
ス
に
7
年
間
留
学
。
帰

国
後
、
大
蔵
、
農
商
務
省
な
ど

に
勤
め
、
1
8
8
4
年
に
地
方

産
業
の
振
興
策
「
興
業
意
見
」

（
全
3
0
巻
）
を
ま
と
め
た
。
9
0

年
1
月
に
農
商
務
次
官
に
昇
任

し
た
が
、
同
年
5
月
に
退
官
。

在
野
で
全
国
を
行
脚
し
町
村
是

運
動
を
展
開
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

時
代
の
活
躍
が
小
説
や
宝
塚
歌

劇
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
な
っ

た。

静
と
は
地
域
の
計
画
、
進
む

べ
き
道
と
い
う
意
味
。
児
玉
轍

グ
ン
ゼ
社
長
（
6
8
）
は
「
演
説
は

郡
民
に
大
き
な
感
動
を
与
え
、

グ
ン
ゼ
の
社
史
の
展
示
で

は
、
繭
を
か
た
ど
っ
た
模
型

が
並
び
、
訪
れ
た
人
が
見
い

っ
て
い
た
＝
京
都
府
綾
部
市

の
あ
や
ベ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア

創
業
者
も
共
鳴
し
た
。
人
間
尊

重
、
優
良
品
の
生
産
、
共
存
共

栄
が
創
業
の
精
神
で
、
そ
の
も

と
に
な
っ
た
の
が
何
鹿
郡
の
郡

是
で
す
」
と
語
る
。

前
田
正
名
は
明
治
政
府
の
官

僚
だ
っ
た
。
地
方
振
興
を
訴
え

た
き
っ
か
け
は
、
当
時
の
蔵

相
、
松
方
正
義
の
デ
フ
レ
政
策

へ
の
懸
念
だ
っ
た
。

農
産
品
を
は
じ
め
と
す
る
物

価
の
下
落
で
地
方
が
困
窮
、
そ

れ
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
。
後

に
蔵
相
、
首
相
に
な
る
高
橋
是

清
を
一
番
弟
子
に
地
方
を
詳
細

に
調
べ
あ
げ
た
。
品
質
向
上
、

輸
出
促
進
、
興
業
銀
行
設
立
に

よ
る
資
金
調
達
な
ど
地
方
か
ら

の
改
革
を
提
案
し
た
。

し
か
し
、
明
治
の
中
央
集
権



前田正名の胸像
と、孫の前田三郎
氏＝北海道釧路市

llご意見は、keizai＠asahi．comまで。

国
家
に
は
通
じ
な
か
っ
た
。
政

商
や
海
外
技
術
重
視
で
上
か
ら

の
富
国
強
兵
を
強
烈
に
進
め
る

政
府
と
対
立
、
野
に
下
っ
た
。

前
田
研
究
の
第
一
人
者
、
祖

田
惨
京
大
名
苦
教
授
（
7
6
）
は

「
前
田
は
茶
や
生
糸
、
、
織
物
な

ど
地
域
資
源
の
大
切
さ
を
全
国

行
脚
し
て
訴
え
た
。
是
作
り
を

促
し
、
業
界
団
体
を
作
ら
せ

た
」
と
話
す
。

グ
ン
ゼ
社
史
に
よ
る
と
、
岩

手
県
是
製
糸
や
佐
賀
県
定
蚕
業

な
ど
、
社
名
に
是
が
あ
る
製
糸

会
社
が
全
国
で
2
4
社
で
き
た
。

是
は
西
日
本
か
ら
東
に
波
及
し

全
国
で
1
千
近
く
作
ら
れ
た
。

政
府
の
主
流
に
な
れ
な
か
っ

た
前
田
だ
が
、
⑤
地
域
資
源
の

活
用
②
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
「
是
」

の
作
成
⑧
組
織
に
よ
る
協
働
、

と
い
う
下
か
ら
の
地
方
振
興
に

関
す
る
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

今
に
残
し
た
。

戦
後
の
全
国
総
合
開
発
計
画

（
全
線
）
や
公
共
事
業
に
よ
る

上
か
ら
の
地
域
振
興
が
困
難
と

な
り
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る

い
ま
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
地
域

振
興
の
ひ
な
型
と
し
て
再
評
価

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

「
こ
の
森
は
私
の
祖
父
、
前

田
正
名
が
、
明
治
政
府
の
払
い

下
げ
を
受
け
て
所
有
し
て
い
ま

し
た
。
『
観
る
森
』
に
し
よ
う

と
保
存
し
、
今
は
立
派
な
観
光

資
源
に
な
り
ま
し
た
」

北
海
道
阿
寒
湖
畔
の
森
林
な

ど
3
9
0
0
諒
を
所
有
す
る
前

田
一
歩
園
財
団
の
顧
問
、
前
田

三
郎
さ
ん
（
9
4
）
は
い
う
。

明
治
期
、
森
は
林
業
、
つ
ま

り
「
伐
る
森
」
だ
っ
た
。
観
る

た
め
の
保
存
は
画
材
的
だ
っ

た
。
一
帯
は
森
や
自
然
が
評
価

さ
れ
、
日
本
初
の
国
立
公
園
が

指
定
さ
れ
た
1
9
3
4
年
、
阿

寒
国
立
公
園
と
な
っ
た
。
世
界

的
に
珍
し
い
マ
リ
モ
の
群
生
地

と
し
て
も
有
名
だ
。

地
域
資
源
の
森
を
中
核
に
、

温
泉
も
出
て
湖
畔
に
は
ホ
テ
ル

が
並
ぶ
。
注
目
の
観
光
地
と
な

っ
た
背
景
に
は
、
是
に
匹
敵
す

る
ビ
ジ
ョ
ン
の
存
在
が
あ
っ

た
。
阿
寒
は
前
田
の
精
神
を
体

現
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
長
谷
川
智
）


